
自走式防除機を使用し、た農薬散布における作業者の安全性

(農試 環 境部)
1 背 景とねらい

野菜類の生産が順調に伸びている中で,農薬散布は,生産量の維持,品質の向上のた
めに欠かせない作業となっている。農薬散行に伴う作業者への飛敵,― の付着は残
念なカギら運けられないもの力`あり,作業者の安全面で大きな問題である。このため,こ
れまで,く ん煙剤,FD剤 や蒸敵法等を防除基準に登載するとともに,一部は参考事項
として供し,よ り安全な防除法の推進をしてきている.

最近,作 業者自身の身体を噴田部から隔離して散布できる自走式の防除機 (有人及び
無人)が普及しつつあり,その作業者に対する安全性について,身体への付着量を中心
に実態調査を行ったので,指導上の参考に供する。
2 技 術の内容

自走式防除機を用いた場合,慣行の噴霧竿を用いた手散行の場合に比較して,身 体ヘ
の農葉付着が極めて少なくなり,よ り安全に防除作業を行うことができる。

(1)特に,自走式防除機 (有人)で後退散布した場合に'ま,慣行手散布の場合に農薬付
着の多い頭部,腕部及び背部への付着量は,慣行の100分の1以下になる。また,的 部
や脚部への付着量も数十分の 1程度になる。 (例1,表 2)

(2)自走式防除機 (無人)に前進伴走した場合でも,慣行手散布で付着し易い頭部や背
部への付着量を数十分の1に減らすことができる。 (例2,表 4)

(3)農薬気中渡度は慣行の場合の4分の1程度で,農薬を吸入する危険性も大幅に軽減
される.(表 2)

[例11自走式防除機 (有人,後 退敵布)の t例21自走式防除機 (無人,前進伴走)の

場合の農薬付着量場合の農薬付着量

自走式防除機 慣行手散布 自走式防除機 慣行手散布

選襲謙拳羅樫雛覇躍縁
ないが,調査時には伴走して試験した.

※ ろ紙1枝当り付着量 00以 上1円未満,の 1～39② 3～10,② 10～50,● 50円～

3 指 導上の留―

(1)自走式は慣行に比べて安全性は高いが,風向等を考慮し|よ り安全な作業を常に心
力`けること。また,空気中に浮遊する農葉は無視できないので,肌を露出することの
ないようにし,マスク等は必ず着用すること.(表 2)
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(2)今 回の調査は,防 除機の性能調査は行っていないので,各 機種の仕様に従って作業

を行うこと。また作業にあたつては,防 除効果も考慮して以下の点に'頚 する。

ア 防 除機の走行に適した畦の幅,高 さを確保し団場を整備すること。

イ 散 布作業前に,作物の状態にあわせて,ノ ズルの方向,数 等及び吐出量の調整を

行って,十分な散布量及び付着が確保できようにすること.

ウ 自 走式防除機は,散布むらが少なく均卜な散布ができる。しかし,反 面,作物の

緊茂の状態によつては,薬液の到逮しにくい部分が多くなるので,整枝9摘葉等の

栽培管理を入念に行うこと.

(3)慣 行の手散布は,頭 部,腕 部及び背部をはじめ農薬付着の多いので,防 除衣等によ

る防護を必ず行うこと.
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5 試 験成績の概要

[試験1]生 活改善技術に関する実験研究成績より(平成3年 農村振興課,農試環境部)

弾筋暑甲農桑智
1嘉
唇写(銘品早辱N翠括胡幣r」島,編ま生品鰍,分析成分:碑問

1.身体部位別付着量:散布者身体の9ケ所にろ紙(直径
6cm)を取り付けflt集した。
2.気中濃度:撤布者肩部は作業者の肩付近,補助者近傍

は補助者の傍らにエアサンフ
・
ラを配置しカレカメルに捕集した。

[試験 2]残 留農薬安全推進特別対策事業成績より (平成3年  農 試環境部,病害虫防除所)

調査月日 8月 9日 (ハウス内気温,湿 度 :調査開始時 ;28°C,64%,終 了時 :26°C,76%)

作物名 :農葉名 ト マト(雨よけハウス)・ カスカ
'マ
インン・キャフ
・
ル水和剤

表3 調 査時の諸条
くカスミンC水和剤・1000倍液・分析成分 キャフ

・
ル.標 準量散布(3001/10a))

HYネ士里蝉 MS-601D-1(科 レチスフ
・
レ UP-23ZC (

ンフ
・
2～3馬力 ,圧 24k`/cm2,竿90C口,ホ

'ン
フ
・
 1.2～ 3,7馬力,圧 30略/cm2

ノス
'ル
HY社製 キュウリ用広角縦6頭日X2本

25口in (0。36a/min8□in (0.50a/はin)
2301/10a

2

gt布方法

畏 (四/ろ 紙 .10a散 布時 )

E巨部 マスク 胸 部 語 左膝部 右背部 左背部

自走式防除機 0.37 . 0 . 0 7 0.20 0.09

慣行手散布 70。92 8,72 81.47 9.70 9,44 94.91 11.85

法

1-1020(シャトルスフ
・
レーか。

マト用ワイド85頁回(4

5。251nin (0。21a14,75min (0。22a/Rin)

4 農 薬の身 平成3年

故布方法

身体部位別農葉付着岳 (llg/ろ紙 a散布時 )

頭部 マスク 胴 部 右袖都 左袖郎 右膝部 左膝部 右背部 左背部

自走式防験機 0,08 0.67 2.58 1.25

慣行手故布 163.05 2.34 0。99 2.43 ■
■
０
０ 50,19
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